「介護食士」認定規程実施細則
１．「介護食士」認定講習を実施する施設は、施設認定の申請及び実施計画書並びに関係資料を添えて少なくとも実施２ヶ月前までに、協会会長宛に申請し実施承認を得ること。
（１）施設認定申請書（別紙１）
（２）実施計画書（別紙２）
　　①　一般公開講座開設の場合は、公開案内書、等
　　②　学校内、学生対象講座の場合は、シラバス等、各実施日及び該当内容の分かるもの、等
（３）講座担当講師名、略歴及び協会の実施する指導者講習の受講記録
（４）講義に使用する教本名
（５）対象計画人数
２．認定規程第４条にある関連する施設等は、正会員と同一の都道府県内にある施設である協会の賛助会員及び会員以外の認定施設をいう。
３．会員以外の施設認定につての取決めは、別途定める。（施設認定基準）

４．介護食士認定の申請をするときは、認定証交付の２週間前までに提出すること。
５．認定規程第１２条の登録申請料は、次のとおりとする。
	
	内　　　　　訳

	
	申請料
	協会納付金
	認定施設事務手数料

	登録料
	２級・３級
	５，０００円
	３，０００円
	２，０００円

	
	１級
	１０，０００円
	５，０００円
	５，０００円

	書換等再交付料
	３，０００円
	１，５００円
	１，５００円


　　　「介護食士認定証」の交付を受けるときには、次項に定める「介護食士認定証明証(携帯用)」が同時に交付される。
６．「介護食士認定証明証」（別紙３）は、認定者登録台帳に基づき、発行するものとする。
７．「介護食士認定証明証（携帯用）」（別紙４）は、認定者登録台帳に基づき、発行するものとする。
　　発行手数料は、２級及び３級は１，０００円とし、１級は２，０００円とする。
再交付及び書換えについても同額とする。
８．介護食士認定の審査基準は、規定科目の出席率８０％以上、評価テスト６０点以上の成績を修めた者を認定すること。
９．合否の判定は、資格認定委員会がする。

１０．認定施設で実施する介護食士認定講習の講座及び調理実習の指導者は、協会が実施する介護食士夏季研修講座を受講しなければならない。
（１）介護食士認定講習の指導者が受講する介護食士研修講座には、教育者研修と指導者研修とがあり、教育者研修を受講することにより次年度以降、指導者研修を受講することができる「資格」とする。　

教育者研修受講修了者が指導者研修を受講することにより「介護食士指導員」（指定認定施設教職員のための独自の資格）の資格を付与するものとする。
（２）教育者研修受講資格は、次のとおりとする。
　　①　調理士（師）、栄養士のいずれかの資格取得後、５年以上介護食調理に従事した者又は介護食に関する教育研究に従事した者で介護食士認定講習を担当する者及びそれに準ずる者（現在、認定講習を担当している者又は今後担当する者。）。
　　②　職業訓練指導員、調理技能士・専門調理師、管理栄養士のいずれかの資格取得後、３年以上介護食調理に従事した者又は介護食に関する教育研究に従事した者で介護食士認定講習を担当する者及びそれに準ずる者（現在、認定講習を担当している者又は今後担当する者。）。
１１．認定施設の認定を受ける場合は２名以上の指導者研修受講者を置かなければならない。
１２．介護食士認定講座の指導者は、３年毎の施設認定申請する年度には、協会が実施する介護食士研修講座を必ず受講しなければならない。
１３．「介護食士」規定教科については、別紙６のとおりとする。ただし、委員会の提言があった場合は、その提言に従うものとする。
　　ただし、年度の途中に変更がある場合は、変更前の規定教科によるものとする。
１４．介護食士１級の受講資格については、２級の資格取得後２年以上の実務経験を必要としているが、１級実施の施設校の都合等により、２年以前に受講することを特別に認めるものとする。ただし、資格認定証等の発給は、認定規定どおり、２年以上経過した後、本人に発給するので、終了時には、各実施校において受講修了証（様式は任意）を発行することとし、申請については２年経過した後に受講修了証の写しを添えて行うこととする。
１５．介護食士１級の受講の際には、介護食士２級の資格取得後、２年以上の介護食調理の実務に従事した証明証（勤務先の施設長又は、民生委員等の発行の証明証（様式は任意））を添付させること。
１６．この細則に定めなき事項については、会長が委員会等の意見を諮問して定める。
　附則
この細則は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
別紙１　施設認定申請書
平成　　年　　月　　日
介護食士認定施設申請書
公益社団法人全国調理職業訓練協会
　　会　　長　　井　上　好　弘　　殿
　　　　　　　　　　　　　（学校番号）　　－
　　　　　　　　　　　　　　施設名　　
　　　　　　　　　　　　　　施設長　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　公益社団法人全国調理職業訓練協会の介護食士認定規程により、本校は介護食士認定に必要な協会が定める教科科目を教育する施設でありますので、介護食士認定施設として指定されますよう申請します。
記
１．　資格　　　　会員校・任意校
　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　専門学校　）
２．　添付書類　　介護食士認定講座実施計画書（一式）１部
以上
別紙２　認定講座実施計画書
　平成　　年　　月　　日
介護食士認定講座実施計画書
公益社団法人全国調理職業訓練協会
　会　　長　　井　上　　好　弘　様
　　　　　　　　　　　　　　　学校番号　　　－　　
　　　　　　　　　　　　　　　施 設 名　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　設立者名　　　　　　　　　　　　印
　平成　　年度介護食士認定講座を別紙計画書のとおり実施することとしたので、関係書類を添えてお届けいたします。
別紙関係書類
1． 介護食士認定講座年間計画書　　
　　　　　（添付資料）
2． 日程表　　　
3． 授業内容　　　
（シラバス等で内容が把握できるように、該当科目、該当内容が判るようにご提示ください）
4． 担当講師（資格）一覧
　　　　　（介護食士　　級取得の有無も書き添えてください）
別紙３　　認定証
	登録認定番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　英文
「　※１　」　
ＣＥＲＴＩＦＩＣＡＴＥ
公益社団法人全国調理職業訓練協会認定
介護食士　　※２　　級認定証
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生年月日
　　あなたは公益社団法人全国調理職業訓練協会認定の介護食士　　　※３　　級
審査に合格しましたのでここに認定証を与え表記の資格があることを認めます
公益社団法人全国調理職業訓練協会会長　　公印
　　　　　　協会英文名



注１．※１印　　　　　　　　英文で１級・２級・３級別
　２．※２印及び※３印　　　１級・２級・３級別
別紙４　介護食士認定証明証（携帯用）
　　　　　　名刺程度の形状とする。
ＣＥＲＴＩＦＩＣＡＴＥ　　　　　　写真貼付
公益社団法人全国調理職業訓練協会　　（横２５㎜×縦３０㎜）
介護食士○級認定証（携帯用）　　
　　　　　　氏　　　　　名　　○　○　○　○　　　
　　　　　　生　年　月　日　　昭和○○年○○月○○日
　　　　　　認　定　年月日　　平成○○年○○月○○日
　　　　　　認定　登録番号　　介○○第○○・○○・○○○○
　　　　　　交　付　年月日　　平成○○年○○月○○日
　　　　　　上記の者は、当会の介護食士認定規程第３条第○項の規定に
　　　　　　基づく介護食士○級を認定したものであることを証明する。
　　　　　　　　　　公益社団法人全国調理職業訓練協会
注） １．　３級の場合　　認定規程第３条第２項
　　２．　２級の場合　　認定規程第３条第３項
　　　　　　　　　　 ３．　１級の場合　　認定規程第３条第４項
別紙５－１　　認定者登録台帳　３級用
公益社団法人全国調理職業訓練協会
介護食士認定者登録（認定証交付）台帳（申請名簿）
　　　　　年度　　３級　　　　　　　　　　　　　　　学校名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校番号：
	ＮＯ
	氏名
	※　認定登録番号
	交付年月日
	生年月日
	現住所
	判定
	合否
※

	
	
	
	
	
	
	学
	実
	出
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【※印の欄は記入しないで下さい。】注：判定欄の「学」は、学科の得点を、「実」は、実技の得点を、「出」は、出席率をそれぞれ記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席率は分母を７２又は７２－履修免除時間とし、分子は出席時間数　　例　７０／７２－２＝７０
　出席率１００％
別紙５－２　　認定者登録台帳　２級用
公益社団法人全国調理職業訓練協会
介護食士認定者登録（認定証交付）台帳（申請名簿）
　　　　　年度　　２級　　　　　　　　　　　　　　　学校名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校番号：
	ＮＯ
	氏名
	· 認定登録番号
	交付
年月日
	生年月日
	上段
	３級認定登録番号を記入
	判定
	合否
※

	
	
	
	
	
	下段
	現住所
	学
	実
	出
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【※印の欄は記入しないで下さい。】注：判定欄の「学」は、学科の得点を、「実」は、実技の得点を、「出」は、出席率をそれぞれ記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙５－３　　認定者登録台帳　１級用
公益社団法人全国調理職業訓練協会
介護食士認定者登録（認定証交付）台帳（申請名簿）
　　　　　年度　　１級　　　　　　　　　　　　　　　学校名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校番号：
	ＮＯ
	氏名
	※　認定登録番号
	交付
年月日
	生年月日
	上段
	２級認定登録番号を記入
	判定
	合否
※

	
	
	
	
	
	下段
	現住所
	学
	実
	出
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【※印の欄は記入しないで下さい。】注：判定欄の「学」は、学科の得点を、「実」は、実技の得点を、「出」は、出席率をそれぞれ記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙６　規定教科について
「介護食士」規定教科については、次に示すとおりである。

規　定　教　科

■３級認定規定教科（学科・実習）－　計７２時間
１時間＝５０分を目安
	N0
	教科科目
	内容
	時間

	Ⅰ　座学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５時間

	１
	介護食士概論
	１）栄養摂取法
２）介護食士の仕事
３）科学・技術・技能
４）介助と介護
５）介護食士が求められている社会
６）介護食士の大切な心構え


	２

	２
	医学的基礎知識
	１）高齢者の身体機能の低下
２）摂食活動に係わる器官とその機能
３）生活習慣病


	４

	３
	高齢者の心理
	１）高齢者の心理の理解（含・高齢健常者の心理）
２）高齢者の食への支援
３）食事介助


	３

	４
	栄養学

	栄養学
Ⅰ
	１）栄養学概論
２）栄養生理学（Ⅰ）　５大栄養素・非栄養成分
３）ライフステージと食事摂取基準


	４

	
	
	栄養学

Ⅱ
	１）高齢者の特徴と栄養
２）高血圧
３）低栄養
４）脱水


	２

	５
	食品学

	１）食品学概論
２）主食となる食材
３）主菜となる食材
４）副菜となる食材
５）その他の食材


	５

	６
	食品衛生学
	１）食品衛生
２）食中毒概論
３）食中毒と対策
４）自然毒食中毒


	５


	N0
	教科例
	内容
	時間

	　Ⅱ　調理理論・調理実習／基礎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７時間

	１
	調理理論・調理実習Ⅰ
	調理理論
１）調理とおいしさ
２）調理の目的としては
調理実習
１）調理の心得
２）実習の基礎
３）基本的実習


	４

	
	調理理論・調理実習Ⅱ
	高齢者の普通食の基本料理法
（日本・西洋・中国／行事食／季節別／デザート）


	２８

	
	
	１）生活習慣病予防食（Ⅰ）（低ナトリウム食）
２）便秘予防食


	８

	
	
	１）軟食（食べやすい・飲み込みやすい食事）


	７


注：オリエンテーション及び修了評価試験（学科・実技）の時間は含まれていません。
規　定　教　科
■２級認定規定教科（学科・実習）－　計７２時間
１時間＝５０分を目安
	N0
	教科科目
	内容
	時間

	Ⅰ　座学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時間

	１
	医学的基礎知識
	生活習慣病
１）肥満
２）脂質異常症
３）糖尿病
	２

	２
	高齢者の心理
	１）認知症とは
２）認知症のケア
３）認知症への理解
４）認知症と介護食士


	２

	３
	栄養学

	１）食品成分表
２）栄養計算
３）栄養生理（Ⅱ）


	６

	４
	食品学

	１）調味料
２）香辛料（スパイス）

３）食品成分の調理による変化


	４

	５
	食品衛生学
	１）食材の上手な選び方と保存
２）食品の腐敗・変敗・変質
３）食材の衛生管理（集団調理を含む）
	２

	　Ⅱ　調理理論・調理実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５６時間

	１
	調理理論・調理実習
	調理理論

１）おいしさの要因
２）食べやすさを科学する

３）嚥下補助食品の紹介


	５６

	
	
	調理実習
１）高齢者が食べやすい食事
　（日本料理・西洋料理・中国料理・デザート）
２）普通食からの展開
　（軟食区分・食材別調理法・展開食）
３）生活習慣病予防食
　（肥満予防食、骨粗しょう症・貧血予防食）


	


注：オリエンテーション及び修了評価試験（学科・実技）の時間は含まれていません。
規　定　教　科
■１級認定規定教科（学科・実習）－　計７２時間
１時間＝５０分を目安
	N0
	教科科目
	内容
	時間

	Ⅰ　座学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２時間

	１
	医学的基礎知識
	栄養状態の判定（血液検査、尿検査など）


	１

	２
	高齢者に係わる制度
	１）高齢者に係わる制度（介護保険法、施設の種別・職種の区別など）
２）教える資格（例　ケアマネ）
	１

	３
	栄養学
	１）献立の作成と栄養計算
２）低栄養の注意（Ⅱ）（栄養不足と病気）
	６

	
	
	臨床栄養学
　機能低下者のための介護食
　（消化器系機能低下のための食事など）
　　
	１９

	４
	食品学
	１）食品とアレルギー

２）特殊用途食品（低たんぱく質ほか）
３）臨床栄養学に活用できる食品（減塩醤油など）


	３

	５
	食品衛生学
	１）食品と薬との関係
２）食品添加物
３）寄生虫
	２

	　Ⅱ　調理理論・調理実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０時間

	１
	調理理論・調理実習
	機能低下者のための献立作成と調理実習及びその相互評価
（機能低下の例を与え、食材を限定し、献立を作成する）


	３２

	
	
	機能低下者のための献立作成と調理実習及びその評価試験
（機能低下の例を与え、食材を限定し、献立を作成する）
	８


注：オリエンテーション及び修了評価試験（学科）の時間は含まれていません。
